
　
鎌
倉
市
二
階
堂
の
荏
柄
天
神

社
は
日
本
三
天
神
の
一
つ
で
、
ウ

メ
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　
社
殿
右
の
「
寒
紅
梅
」
は
、

鎌
倉
一
早
く
咲
く
と
い
わ
れ
、

今
年
は
開
花
が
や
や
遅
め
だ
が
、

１
月
25
日
の
筆
供
養
に
は
花
を

２
、３
個
つ
け
て
い
た
。

　
左
は
「
古
代
青
軸
」。
こ
ち
ら

の
白
梅
は
右
の
紅
梅
よ
り
少
し

遅
れ
る
が
、
２
月
初
め
ご
ろ
ま

で
に
は
開
花
し
、
社
殿
を
彩
る
。

「
臥
龍
梅
」「
思
い
の
ま
ま
」
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
ウ
メ
が
、

境
内
や
金
沢
街
道
か
ら
続
く
参

道
に
ほ
の
か
な
香
り
を
漂
わ
せ
、

　 
荏
柄
天
神
社
の
ウ
メ 

文
　
　
小
林
千
穂

写
真
　
松
原
省
吾

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　　
⑩

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
。

　
ウ
メ
は
中
国
原
産
の
バ
ラ
科

の
落
葉
小
高
木
。
葉
に
先
だ
っ

て
、
軸
な
し
に
枝
に
つ
く
花
は

五
弁
で
花
び
ら
は
丸
く
、
八
重

咲
き
種
も
あ
る
。
梅
雨
の
頃
、

実
が
黄
熟
す
る
が
、
同
天
神
社

で
は
そ
れ
を
採
っ
て
梅
干
を
作

り
、
ご
祈
祷
の
お
下
が
り
に
参

拝
者
に
渡
し
て
い
る
と
い
う
。

　「
東こ

風ち

吹
か
ば
匂
い
お
こ
せ
よ

梅
の
花
　
あ
る
じ
な
し
と
て
春

な
忘
れ
そ
」
と
い
え
ば
菅
原
道

真
（
菅
公
）。
飛
梅
伝
説
を
は

じ
め
、
菅
公
を
祀
る
天
神
社
と

深
い
縁
で
結
ば
れ
て
い
る
ウ
メ
。

同
天
神
社
の
絵
筆
塚
か
ら
見
る

「
梅
見
」
も
風
情
が
あ
り
そ
う
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線 

村
岡
新

駅
（
仮
称
）・
自
由
通
路
の
着

手
式
が
１
月
８
日
に
開
か
れ
、

地
域
の
首
長
や
関
係
者
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
村
岡
新
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
大
船
駅

と
藤
沢
駅
の
間
に
建
設
さ
れ

る
。総
工
費
約
１
５
５
億
円
は
、

神
奈
川
県
30
％
、
藤
沢
・
鎌
倉

市
各
27
・
５
％
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

が
15
％
を
負
担
す
る
。
２
０

３
２
年
完
成
予
定
。

　
駅
周
辺
に
は
湘
南
ヘ
ル
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
（
湘
南

ア
イ
パ
ー
ク
）
や
湘
南
鎌
倉
総

合
病
院
が
あ
り
、湘
南
ア
イ
パ
ー

ク
に
は
製
薬
会
社
や
研
究
機
関
、

大
学
な
ど
が
入
居
し
、
研
究
開

発
の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。

　
黒
岩
祐
治
知
事
は
「
未
病
、

健
康
長
寿
を
目
指
す
神
奈
川
県

に
と
っ
て
こ
の
地
域
が
１
つ
の

核
と
な
っ
て
光
輝
く
す
ば
ら
し

い
、
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
拠

点
に
な
る
」
と
述
べ
た
。
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
矢
野
精
一
横
浜
支
社

長
は
、「
１
９
２
５
年
３
月
の

熱
海
駅
開
業
以
来
で
、
そ
れ
か

ら
１
０
０
年
の
年
に
工
事
着
工

は
喜
ば
し
い
」
と
話
し
、「
Ｗ

Ａ
Ｌ
Ｋ 

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
（
ウ
オ
ー

ク
ウ
イ
ズ
）、
と
も
に
歩
い
て

い
く
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
日

本
、
世
界
へ
つ
な
が
る
玄
関
口

に
し
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
鈴
木
恒
夫
藤
沢
市
長
は
、「
藤

沢
で
は
、
村
岡
地
区
で
新
た
な

都
市
計
画
を
進
め
て
い
く
」
と

述
べ
、
深
沢
地
区
に
市
庁
舎
移

転
の
計
画
を
進
め
て
い
る
松
尾

崇
鎌
倉
市
長
は
、「
こ
の
地
域

を
鎌
倉
の
第
３
の
拠
点
と
し
て

行
政
施
設
と
と
も
に
ま
ち
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
前
進
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

村岡新駅（仮称）の完成予想図（JR東日本提供）

くわ入れを行う黒岩知事ら関係者

癒
し
の
医
療
を
考
え
る
会

３
月
２
日 

25
周
年
記
念
演
奏
会

　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
癒
し
の
医
療

を
考
え
る
会
」
の
25
周
年
記
念

演
奏
会
が
３
月
２
日
、
鎌
倉
芸

術
館
で
開
か
れ
る
。

　
同
会
の
理
事
長
を
務
め
る
小

林
修
三
さ
ん
は
現
在
湘
南
鎌
倉

総
合
病
院
院
長
で
、
当
時
副
院

長
で
音
楽
好
き
だ
っ
た
小
林
理

事
長
が
、
音
楽
を
通
し
て
医
療

の
力
、
明
日
に
生
き
る
勇
気
と

希
望
を
伝
え
よ
う
と
２
０
０
０

年
に
「
身
体
に
い
い
音
楽
会
」

と
し
て
室
内
楽
を
開
催
。

　
そ
の
後
、
在
京
の
プ
ロ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
団
員
や
ソ
リ
ス
ト

と
し
て
活
動
し
て
い
る
演
奏
家

で
「
湘
南
鎌
倉
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
」
を
構
成
。

２
０
０
４
年
の
初
代
指
揮
者
は

山
田
和
樹

氏
。
以
来
、

毎
年
春
に
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、

秋
に
室
内

楽
の
演
奏
会
を
開
き
、
小
林
理

事
長
が
音
楽
に
因
ん
だ
医
療
の

話
を
し
て
い
る
。
２
０
０
８
年

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
た
。

　
今
回
は
、徳
永
二
男
さ
ん
（
指

揮
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
小
林

美
樹
さ
ん(

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン)

、

湘
南
鎌
倉
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
管
弦
楽
団
が
バ
ッ
ハ
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
や
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
運
命
」
な
ど
を
演

奏
す
る
。
小
林
理
事
長
の
「
作

曲
家
の
病
と
音
楽
」
の
お
話
も
。

　
小
林
理
事
長
は
「
地
元
で
い
い

音
楽
が
聴
け
る
の
で
、
会
場
に
足

を
運
ん
で
、
音
楽
の
響
き
、
人
の

思
い
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
じ
か
に

感
じ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
、
地
元
の
小
学
校
高

学
年
生
も
招
待
し
て
い
る
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
14
時
か
ら
。

一
般
４
千
円
、
25
歳
以
下
の
学

生
２
千
円
。同
芸
術
館
、チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ
な
ど
で
。
問
い
合
わ
せ

癒
し
の
医
療
を
考
え
る
会
☎

０
５
０
・
６
８
６
８
・
９
９
８
６

　
※
５
組
10
人
ご
招
待
　
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、

年
齢
を
記
入
し
、10
日（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
１
面
題
字
下

住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。
多
数
抽
選
。

「
か
な
が
わ
商
店
街
大
賞
」
受
賞

  

由
比
ガ
浜
中
央
商
業
協
組

　
鎌
倉
由
比
ガ
浜
中
央
商
業
協

同
組
合
（
安
齊
敬
代
表
理
事
・

会
員
数
75
）
が
「
第
13
回
か
な

が
わ
商
店
街
大
賞
」を
受
賞
し
、

１
月
７
日
、
横
浜
市
内
で
授
賞

式
が
行
わ
れ
た
＝
写
真
。
鎌
倉

市
で
初
め
て
の
受
賞
。

　
同
協
同
組
合
は
、
１
９
５
４

年
に
創
立
、
江
ノ
電
和
田
塚
駅

か
ら
由
比
ヶ
浜
駅
に
向
か
う
約

５
０
０
ｍ
の
街
路
沿
い
に
老
舗

と
新
舗
が
立
ち
並
ぶ
商
店
街

で
、
街
路
灯
に
季
節
の
花
と
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、

景
観
向
上
と
防
犯
面
で
も
地
域

に
寄
与
。
会
員
店
舗
の
特
徴
を

と
ら
え
た
手
書
き
の
イ
ラ
ス
ト

Ｍ
Ａ
Ｐ
を
作
成
し
、
店
舗
の
動

画
を
定
期
的
に
投
稿
す
る
試
み

を
行
っ
て
い
る
。ア
ナ
ロ
グ（
Ｍ

Ａ
Ｐ
）
と
デ
ジ
タ
ル
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

を
活
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な

販
売
促
進
で
来
街
者
を
増
や
す

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
。

商連かながわ写真提供

徳永二男さん
©ヒダキトモコ

小林美樹さん
　 ©山吹康男

「
村
岡
新
駅
」
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線 

着
手
式

32
年
の
開
業
め
ざ
し
新
た
な
街
づ
く
り

  

商
売
繁
盛
祈
願

  

本
覚
寺
の
本
え
び
す

　「
商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
」
と
福
娘
の

口
上
で
福
笹
が
手
渡
さ
れ
る
。

　
鎌
倉
江
ノ
島
七
福
神
の
夷
様

を
祀
る
本
覚
寺
（
鎌
倉
市
小
町
）

で
１
月
10
日
、
本
え
び
す
が
行
わ

れ
、
縁
起
物
を
つ
け
た
福
笹
を

目
当
て
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
た
。

　
立
脇
政
文
副
理
事
長
は

「
人
々
に
愛
さ
れ
、
世
代
を
越

え
た
交
流
が
生
ま
れ
る
商
店
街

づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

 

新
春
講
演
と
新
年
会

　
　
　

商
店
街
連
合
会 

　
鎌
倉
市
商
店
街
連
合
会
の
新

春
講
演
会
と
新
年
会
が
１
月
16

日
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

商
店
会
会
員
や
商
議
所
、行
政
、

地
元
議
員
ら
が
参
加
し
、
親
交

を
温
め
た
＝
写
真
。

　
講
演
会
で
は
講
師
・
芸
人
の

桑
山
元
さ
ん
が
「
若
手
従
業
員

の
定
着
に
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
題
で
、
Ｚ
世

代
と
い
わ
れ
る
若
者
の
特
徴
を

話
し
、
対
応
策
と
し
て
、
相
手

と
接
点
を
持
ち
居
心
地
の
い
い

職
場
に
す
る
こ
と
で
定
着
率
が

上
が
る
と
提
案
し
た
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
全
国
の
患

者
報
告
数
が
、
１
医

療
機
関
あ
た
り
約
64

人
と
な
り
、
１
９

９
９
年
以
降
で
最
多
と
な
り

ま
し
た
▼
現
在
の
方
法
で
統

計
を
取
り
始
め
た
９
９
年
以

降
で
、
最
も
多
く
な
っ
た
そ

う
で
す
▼
警
報
の
基
準
が
「
30

人
」
な
の
で
、
感
染
者
数
が
２

倍
以
上
の
人
数
を
記
録
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
も
猛
威
を
ふ

る
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

ま
す
▼
し
か
し
個
人
的
な
体

感
か
ら
す
る
と
２
０
２
５
年

に
市
内
で
学
級
閉
鎖
に
な
っ

た
と
こ
ろ
は
確
認
で
き
て
い
な

い
の
で
、
子
ど
も
よ
り
も
大
人

た
ち
で
蔓
延
し
て
い
る
の
か

な
？
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
常

に
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
が

多
い
状
況
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
違

和
感
が
あ
り
ま
す
▼
友
人
が

47
歳
の
若
さ
で
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
よ
り
他
界
し
ま
し
た

▼
健
康
に
留
意
し
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。�

（
Ｎ
）

２月

　
▼
節
分
祭
　
１
日
14
時
、
大

船
観
音
。２
日
正
午
頃
建
長
寺
。

13
時
、鶴
岡
八
幡
宮
。
13
時
半
・

15
時
、
遊
行
寺
。
14
時
、
龍
口

寺
。
15
時
、
亀
岡
八
幡
宮
。
15

時
、
鎌
倉
宮
。
10
時
、
森
戸
神

社
（
豆
ま
き
な
し
）。
３
日
11

時
長
谷
寺
。

　
▼
初
午
祭
　
６
日
正
午
、
佐

助
稲
荷
。
14
時
、
鶴
岡
八
幡
宮

境
内
の
丸
山
稲
荷
。
農
耕
開
始

に
あ
た
り
豊
作
を
祈
願
す
る
。

　
▼
針
供
養
　
８
日
10
時
半
、

荏
柄
天
神
社
。

　
▼
紀
元
祭
　
11
日
10
時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。
建
国
を
祝
う
。

　
▼
大
国
祷
会
　
11
日
10
時
水

行
、
12
時
法
要
、
長
勝
寺
。

　
▼
涅
槃
会
　
15
日
10
時
建
長

寺
。
10
時
写
経
、
13
時
法
話
、

14
時
法
要
、
光
明
寺
。
13
時
法

要
、
龍
口
寺
。
釈
迦
入
滅
の
法

会
。

　
▼
祈
年
祭
　
17
日
10
時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

　
▼
開
山
忌
　
17
・
18
日
、
遊

行
寺
。

　
▼
天
長
祭
　
23
日
10
時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。
天
皇
の
誕
生
を
祝

い
、
聖
寿
の
長
久
と
国
民
の
平

安
を
祈
念
。

歴史ドラマを
楽しく見るために 栄区テレビセミナー

令和7年（第 37 回）

生涯学習

江戸文化と
　　蔦屋重三郎

回 月 日 テーマ 講 　師

１ 4月 9 日
（水）

蔦屋重三郎
　　栄光と苦難の人生

歴史家
　　安藤優一郎

２ 4月23日
（水）

歌麿・写楽の錦絵と
　　版元蔦屋重三郎

元千葉市美術館副館長
　　田辺　昌子

３ 5月14日
（水）

講演と落語～江戸庶民の
　　暮らしを学ぶ

（公）落語芸術協会監事
　　桂　　歌助

４ 5月28日
（水）

浮世絵を楽しむ
　　北斎か広重か

徳川美術館副館長
　　神谷　　浩

５ 6月11日
（水）

意次と定信～蔦重と
　　町人文化への影響

静岡英和学院大学講師
　　小和田泰経
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	 問合せ先	 村田利昭　☎045-894-9263

２月１日号

（一部税込み 220 円）
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